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第1章 緒 論

BCGrワ ク チ ン」 ガ結 核 ノ襲 病 防 止 二封 シ極 メ

テ有 効 ナ事 ハ我 國 イ多 ク ノ研 究 者 ノ接 種成 績 ヨ リ

観 テAJi白 デ アJv。 然 ル ニBCG称 ワ ク チ ン」ハ生 菌

rワ ク チ ン」デ ア ツ テ ソノ生菌 デ アル 黙 二効 力 ガ存

スル ノ デ アル カ ラ現 在 「ワク チ ン」ノ保 存 方 法 ノ研

究 ガ實施 上 重 要 ナ役 割 テ演 ズル 。

,現 在 皮 下 用5シ テ1ccl中B.C.G。O.02mg・-

O.08mg含 有 ノモ ノ、岐 内用 トシ テハlec中B・C・G・

0.2mg.一一一Q.6mg.含 有!モ ノ カ憤 ク使 用 サ レテ居

ル。 サ キ晶柳 澤謙 博 士 ハ皮 下 用 「ワク チ ン」!保 存

方 法 昌關 シ研 究 シ氷 室 内 静 止 保 存 デハ製 造 後 少 ク
、

トモ約一週閻ハ生菌藪ノ略不攣ナル事 ヲ詮 シ又一

定量ノ浮游液中二含 マノゆBα αガ多量 ニナレ

バナルグケ即チ濃厚「ワクチン」程生菌 ノ減少率ノ

低イ事テモ詮 シ得タ◎余ハ氏ノ指導ノ'τF二稽異 リ

・タル實験方法 テ用 ヒ上記實験テ追試 シ次記 ノ如キ

結果 ヲ・得タノデ此塵二報苦 スル次第デアノレo

第2章 皮下 接種 用B・C・G・ 超言 波 「ワ

ウ チ ン」 ノ等 力債 期間1昌就 テ
、 、

保存期間ノ検討二入 ルニ先立 ツテ先 ヅ同一操作

二防 リ調製サ レタrワ クチン」テ同一方法 デ保存 シ

ヅ ノ稜育能力二差異アリヤ否ヤ検討 シ然ル後保存

篭ルモノニヅキ論納 キモノ 偲 考 セラノリげ 以

テ次記ノ方法 ヲ以テ實験 ヲ行 ツタ。
ま

第1節 實 験 方 法

工 材 料 トシテ ノ・超 晋 波 装 置 ニ テ製 シタo・5%

「ゲ ラチ ン」加 生 理 的 食 箆 水 浮 游 液 デB・C。G・ グ

1b(沖0.08皿9。 ヲ含 ムモ ノ テ用 ヒ製 造 條件 ハ 久 保 田

聾超晋波嚢生髪置デ超晋波 テ10分作用 セシメタ。

超 書 波獲 生 條件 ハ入 力 電 歴2500V,周 波 籔 毎 渉56

0KC.電 流 ハ230mA.デ ァルo
e

2.保 存 條件5¢ ¢、宛「ア ム プ レ」二入 レテ密 封

5。C内 外!氷 室 内 二艀 止 保 存 ス表レ。

3.培 養 方 法 製 造 直後 、一一週 、 二二週 、 三週 、 四

週 間 保 存後 ノ各 「ワク チ ン」ノ0.5cc宛 テ 「メス 、 ピ

ペ ッ ト」 ニ デ凝 結 水 テ除 イタ 岡亀 片 倉 氏培 地 二移

植 シ38。Cヴ 艀 卵 器 中 二液 ガ常 二培 地 全面 ヲ 漏 ス
の

ガ如ク保存 シ液ノ乾 クヲ待ツテ封蝋 シタ。術保存
タ

セル「ワクチ ン」ハ培養前充分流漉 髪シタ。

4・集落ノ観察方法 集落ノ曙 養後多 クハ2週 以 ・

後3週 以前二認メラレルノデソソ 聞ハ毎月観察 シ

集落確 認シ畑 曙 養3遡 脂 ノ集落数二訓

生菌零テ推定比較シタ。

5e=成績判定標準
ヴ ゑ

(一)集 落 ヲ認 メザ ル モ ノ
ヒ き ば

(十)集 落 藪1--10以 内 ノ モ ノ

(暑)集 落 数10以 上100以 下 ノ モ ノ

(冊)集 落 数1CO以 上 ニ シテ ソノ 占 ムル面 積

ノ培 養基 面 ノ牛 以下 ノモ ノ
.

(冊)集 落 数100以 上 ニ シテ ソノ占 ム ル面積
"

ノ培 養 基 面 律 以上 二及 力 〆

(IHE)集 落 数100以 上 ・=iシテ、 ソノ 占 ムル面 、

積 ノ培 養 基 面 ノ殆 ド大分 テ 占 ム ル モ ノ

第2節 實 験 成 績

同r・ノ事 テ10同 反 覆 シタ成 績 ハ第 一装 一 第 五 表
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シタ。以上ノ箕験 ヲ3同 反覆施行 シ女ノデ9本 ノ

培地上 ノ集落鍛卒均薩テ以テ比較 シタ。
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第6表欝騒澱 蘇籏轟雛 鯉
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第3章B・C・G・ 超言波「ワクチ ン」ノ濃

度 卜生菌数 ノ減少率 トノ闘係二就テ

1第1節 資験方法

1・ 材 料 トシテ ノ超 書 波 「ワク チ ン」ノ製 法 ハ前

述 セル モ!二 準 ズ ル

2;保 存 條 件

メ

(A)室 漉(
16◎～34。C)

(B)氷 室.

(40～90C)

峨翼聯 懸 簾

の(蝿器嚇 難

の鮮 ♀3》{纈灘

脳 鷲劉 灘 馨
a生 菌 測 定 法B・C.G・ 「ワ クチ ン」ノ1cc中2mg.

含有 ノ モ ノ ヲ増 養 直 前 二「ン ス.コ ル ベ ン〕ヲ用 ヒ

O・5%「 ゲ ラチ ン」加 生 理 的 食 盤 水 ニ テ100倍 二稀 繹

シ、 即 チlcc中O.02mg含 有 ノ モ ノ5ナ シ、 元

來lpc申O・02mg・ 含 有 ノ モ ノ5夫 々1Q2n(但

=1,2,3,…,15)倍 ニー伺 毎 二 「メ ス、 ビ ペ ツF」 テ

換 ヘ テ階 段 稀 繹 ヲ ナ シ、 十分 二振 趨 シタ後 各 稀 繹

毎 二別!々万 メ ス・ ビベ ツ ト」ヲ用 ヒテ α5cc宛 凝

結 水 テ除 イタ岡 一 片 倉 氏 培 地3本 宛 二注 入 シ前 述

ノ 方 法 晶準 ジ テ培 養 シ培 養4週 後 ノ集 落 数 ヲ計 測
亀

、

㍉
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ユ

3

6

㊤
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2mglO・02・ag

393i393
2882471

360701
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氷 室

メ 醗
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氷 室
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實験成績 ハ第6表 及 ビ第7表 二示 スガ如 ク室温

保存ノ場合ハ濃厚「ワクチン」(1cc中2mg含 有 ノモ

ノ)ハ 稀薄「ワクチン」(1ccrPO.02mg含 有ノモノ)

ヨリ保存週数ニ ヨル生菌数 ノ減少率ガ少ク、3週

間保存二於テモ前者ハ尚少数乍ラ生菌数ノ認 メラ

紳ルニ反 シ後者ニアツテハ生菌ヲ設明出來ナイ。

又氷室保存ノ場合ハ濃厚「ワクチン」ニァッテハ3

週間保存マデ生菌ノ大 ソタ減少 ヲ認メナィ。 コレ

ニ反 シ稀薄「ワクチンJデハ1週 間保存迄ハ生菌数

ノ減少率極メテ少イガ3週 間保醇 デハ顯著ナル減
　

少 ヲ示 シテ ヰ ル。

esge第4章 纏 括
.dil

以#ノ 實験成綾 ヨリ超書波paB.c.G.「 ワクチン」

ハ毎月ホポ同様 ノ生菌数ヲ保有 シソノ等力儂期間

ハ皮下用「ワクチン」デ大鐙一週闇 デアル事 ヲ實験

的 二詮明スル事ガ萬來タ。又保存ノ條件 トシ勇濫 翼

度ナル因子ガ重大ナル關係ヲ持チ氷室 内 保 存ガ

「ワクチ ン」ノ有…効性ヲ長 カラシメル諏 ・終樹二必 ・

26,_一 ・



要 ナ ル事 ガ判 明 シタ 。 シカ シテ現 在 用 ヒ ラ レテ ヰ

ル モ ノ ハ皮 下 用遺 ビ皮 内用 ノ2種 デア リ皮 内用 ノ
ハ

モ ノ ニ ツ イ テハ 實 験 ヲ行)・ナ カ ウ タ ケ レ ドモ之 ハ

皮 下 用 ノ モ ノ ヨ リ濃 厚 デァ ッ テ、 濃 厚 ナ モ ノハ 然 、

ラザ!レモノ ニ上ヒシテ保 存性 ノ勝 ♪レ事 ハ第3章aノ

ペ タ實 験 デ明 カ デ ア ル カ ラ皮 内 用 「ワク チ ン」ノ等

力債 期 闇 モ ユ週 聡 ヨ リ短 イ事 ハ無 イ ト思 バ レル。

BCG「 ワ ク チ ン」ノ濃 厚 ナ モ ノハ シカ ラザ ノレモ ノ ニ

比 シ生 菌 ノ 減 少 卒 少 クlce中2血g.ヲ 含 ム モ ノn

於 テハ 之 ヲ氷 室 内 二保 存 スル時 ハ3週 闇 ニ ワタ リ

培 養 法 デハ 生 菌 ノ減 少 ヲ殆 ド認 メラ レナ イ事 ガ明

ニサ レタo、

第5章 結 論

余 ハB・C・G.「 ワ ク チ ン」 ノ保存 二開 シテ研 究 シ

次 ノ 結 論 ヲ得 タ も

1・ 皮 下接 種用 「ワク チ ン」ノ等 力債 期 聞 ハ氷 室

艀 止 保 存 ノ揚 合 二於 テ約1週 欄 デ ア.;L。

2、
.Be・G超 書 波 「ワク チ ン」ノ濃度 卜生 菌 歎 ノ

減 少 摩 ト7關 係 ヲ見 ル ニ濃厚 ナ モ ノ程 減沙 率 ハ少

イ0

3、BC、G.「 ワ クチ ン」ノ効 力 保 存性 二封 スル 溜 。

度 ノ影 響 テ見 ル ニ氷 室 内保 存 ハ室 温 保 存 二勝 ル。

稿 ヲ終 ルこ臨 ミ終始御懇篤 ナル御指i導ヲ賜 ツタ恩師柳

渥 謙氏 こ篇溝i腔ノ謝意 ヲi表スルo
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